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患者のバックグラウンド

初診時の状態

診査・診断，治療計画
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●患者 59 2005

●主訴

●歯科的既往歴

20

●バックグラウンド

●どのように診査を進め，診断したか

14

●診査結果および治療計画説明時の患者の反応

　患者の主訴や口腔内状態など，その背景はさまざまであるが，
「 1歯の治療にこだわること」，それがすべての基本であり，は
じめの 1歩といえよう．
　本欄では，患者の背景を踏まえつつ 1歯に対する治療にこだ
わる若手歯科医師に，どのように診査・診断し治療計画を立て，
治療結果を得たのか，その患者と信頼関係を築くまでの過程を
自己評価も含め提示いただく．また，師匠や先輩歯科医師から
のメッセージもあわせて掲載．

企画趣旨 診査・診断にこだわる！

中丸　潤

Jun Nakamaru
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先輩Dr からのメッセージ

治療結果の自己評価と患者の様子

187

My First Stage

▲

ケースから感じること
　主訴である 5 1 歯のみに治療が終始することなく全顎
的な問題点にも目を配り，治療を成し遂げたのは日頃か
ら診査・診断を徹底しているからに他ならないであろう．
また，文中にもあった通り， 5の治療に最善を尽くした
ことにより他の部位の治療も円滑に進められたと考えら
れる．まさにこの企画趣旨である 1 歯の治療にこだわっ
ているからこそ卒後 5 年という時期にこれだけのケース
をまとめられたのであろう．できれば 5の根管治療での
破折ファイルへのアプローチ方法や根管内の状態の詳し
い説明がほしいところである． 5の咬合状態のデータや
コメントも合わせて述べられていれば，主訴との関連性
もわかりやすかったのではないだろうか．
　誌面の都合で詳しく述べられていないが，症例写真か
らも歯周治療からインプラント，審美修復に至るまでさ
まざまな治療オプションをマスターし，患者とのコミュ
ニケーションが十分に図られていることがうかがえる．

▲

さらに成長してもらうためのメッセージ
　本人も反省点に挙げている通り，このような全顎的な
治療の経験が少なく，頭ではわかっているつもりでも実

1992

1998

際の治療においては思うようにいかないことが多かった
のは事実であろう．誰しもが感じることであり，それが
経験というものかもしれない．だからこそ適切な診査・
診断・治療計画をもとに治療を行い，そこには治療順序
の組み立てやそれを実践できる技術が備わっていなけれ
ばならない．本症例でみれば，オールセラミッククラ
ウンにて修復を行ったとあるが，支台歯形成はそれにみ
あったものになっていないようにみえるし，本人の言う
通り修復物の形態には清掃性の配慮も必要であろう．ま
た，治療前に歯列不正や咬合状態の問題等をどこまで把
握して治療計画を立てたのかを自問してほしい．果たし
て単なるう蝕の多い患者，再治療が必要な患者というカ
テゴリーの治療であったのだろうか．自身でとった診査
データをもっと深く読み取り，考えを巡らせ，自身のケー
スを顧みることも忘れないでほしい．
　臨床経験も10年目になり，その間，寺西邦彦先生をは
じめ多くの先輩からたくさんのことを学んできたと思う．
診断力も治療技術もかなり向上してきたのを間近でみて
きたが，さらに上を目指して努力を続け，今後は後輩た
ちを導いていく存在になってほしいと願っている．

●自己評価

●信頼関係が築けたと感じた瞬間

●今後の課題，力を入れていきたいこと

●治療のポイントと治療結果 7

飯沼　学
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